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( 3 7) 戦時 下小 作農 家の 地 主 小 作関 係

は

じ
め

に

本

稿
は

､

三
一

(

一

九
三

一

年
の

意
｡

以

下

同
断
)

-
四

五

年

の

東
北

単
作
地

帯
の

小

作
農
家
の

分

析
の

一

環
を

な

す
も
の

で
､

こ

こ

で

の

課

題
は

こ

の

農
家
の

動
向
を

地

主

小

作
関
係
の

変
化
の

面
か

ら

検
討
す

る

こ

と

に

あ

る
｡

周

知
の

よ

う
に

三
一

-
四
五

年
は

恐

慌
↓
フ

ァ

シ

ズ

ム

1
農
地

改

革
を

ふ

く
み

展
望

す
る

時
期
で

あ

る

が
､

地

主
制
史
研

究
の

な

か

で

ほ

最
も

個
別
実
証

分

析
の

蓄
積
が

少
い

と
こ

ろ
で

あ

る
｡

特

に

本
稿
の

場
合
に

は

基
本

的
資
料
が

小

作

農
家
の

｢

日

記
+

を

中

心

と

し
た

個
別

記
録

で

あ

り
､

他

方
こ

れ

を

補
完

す
る

役
場
資
料

が

ほ

と
ん

ど

見
ら
れ

な

か
っ

た

こ

と
も

あ

り
､

本
稿
の

結
論
を
こ

れ

ま
で

の

研

究
史
の

成
果
と

噛
み

合
わ
せ

る

た

め

に

ほ

な
お

多
く

田

崎

宣

義

の

妖
介
項
を

要
す
る

と

思
わ

れ

る
｡

た

だ

本

稿
で

検
討
し
ょ

う
と

し

た
こ

と

は
､

こ

の

時
期
の

地

主

小

作
関
係
の

変
動
を
一

つ

は

戦
時
統

制
と

地

主

制
と
の

矛

盾
､

ま

た
一

つ

は

地

主

小

作
関
係
白
体
の

矛

盾
と
い

う
二

つ

の

矛
盾
の

い

か

な

る

結
合
と

し
て

把

え

ら
れ

る

か
､

ま

た

こ

の

変
動
が

い

か

な

る

意
味
で

農
地
改

革
を

展
望
し

え

た

か

の

二

点
で

あ

る
｡

一

分

析
の

前
提

本

稿
で

扱
う
小

作
農
家

ほ

山

形
県
旧

西
田

川
郡

大
泉
村
大
字
白

山
林
の

阿

部
太

一

家

で

あ

る
｡

ま

ず
大

泉
村
と

白
山

林
の

概

要
に

触
れ

て

お

こ

う
｡

(

1
)

三

五

年
の

大

泉
村
は

総
耕
地

一

二

八

九

町
､

水
田

率

九

七

%

余
､

白
山
林
は

村
の

中
央
部
に

あ

り

総
耕
地
二

六

九
町

､

水

田

率
九

六

㍑
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%

余
で

あ

る
｡

村
の

水

稲
反

収
は

郡
の

そ

れ

に

比

肩
す

る

が
､

白

山
林
は

土

壌
､

水

利
等
の

た

め

反
収
が

劣
る

｡

大
字
の

水

田

の

約

八

〇

町
は

腐
植
質
泥
炭
土
で

稲
熱
病
が

発
生

し

や

す
く

､

水

利
が

(

2
)

不

足
す
る

面

積
約
八

〇
町

歩
､

平
時

排
水
不

良
な

も

の
一

〇

町

歩

と
い

う

状

態
で

あ

っ

た
｡

(

3
)

こ

の

大
泉
村
の

二

八

〇

町

歩
地

主

木
村
九

兵
衛
家

は
､

白

山

林

を

強
く

支

配
し

､

そ

れ

が

白
山
林
の

地

主
小

作
関
係
を

後
述
の

よ

う
に

特
徴
あ

る

も

の

に

し

た
｡

分

析
対

象
の

阿

部
太

一

家

は

耕
作
規
模
で

見
る

と

大
字
の

平
均

(

4
)

以

下
で

あ

り
､

三

四

年
で

ほ

小

作
農
家

一

四

戸
中
八

番
目

､

大

字

(

5
)

内
四

一

戸
中
三

四

番
目

､

三

九

年
で

は

小

作
一

八

戸
中

一

一

番
目

､

大
字
内

四

〇

戸
中
三

一

番
目
で

あ
っ

た
｡

し

た

が
っ

て

耕
作
規
模

か

ら

み

る

と

零
細
な

方
に

属
す
る

が
､

そ

れ

で

も

三
一

-
四

五

年

(

6
)

で

平
均
耕
作
規
模
三

二
･

六

反
(

三

-
四

人
の

家

族

労
働
で

耕
作

(

7
)

維
持
し

う
る

上

限
に

近
い
)

を

維
持
し

て

い

た
｡

次
に

分

析

対

象
時
期
の

経
営
主
で

あ
る

阿
部
太

一

の

性
格
に

つ

(

8
)

い

て

触
れ

て

お

こ

う
｡

阿

部
太

一

は

の

ち
に

み

る

よ

う
に

精
農
家

で

あ

る
｡

ま
た

､

三
一

-
三

五

年
に

は

農
林
省
米
穀
生

産
費
調

査

を
､

三

六

-
四

〇

年
に

は

県
の

農
業
経
営
指
導
農
場
記

帳
農
家
を

､

四
一

-
四

三

年
に

ほ

農
林
省
農
業
経

営
調

査

稲
作
部
門
を

そ

れ

ぞ

れ

担

当
し

､

ま

た

三

六

年
に

は

県
貴
会
主

催
の

｢

第
一

回

中
堅

農

地

豪

農
業
経
営
講
習
会
+

に
､

三

九

年
に

は

県
か

ら

関
東
地

方

農

事

視
察
に

そ

れ

そ

れ

ぞ

れ

参
加
し

､

他
に

も
い

く
つ

か

の

会
議
へ

の

出
席
を

県
か

ら

要
請
さ

れ

る

農
家
で

あ
っ

た
｡

し

た

が
っ

て
､

県

下
で

も

優
秀
な

農
家

と

目
さ

れ

て

い

た

と

理

解
で

き

る
｡

最
後
に

阿

部
家
の

家

族

構
成
に

つ

い

て

説
明

す
る

｡

三
一

年
現

在
の

家

族

ほ

合

計

九

人
で

､

父

(

五

四

歳
)

､

母

(

四

五
)

､

太
一

(

二

四
)

､

妹
四

人

(

一

八
･

一

四
･

六
･

〇
)

､

弟
二

人

(

二

〇
･

一

七
)

で

あ

る
｡

こ

の

う
ち
母

と

弟
一

人
は

基
本
的
に

は

農
業
に

従

事
し

な
い

｡

妹
四

人
の

う
ち

一

人

は

必

ず
農
業
に

従

事
し

､

こ

れ

に

三

四

年
か

ら

太
一

の

妻
が

加
わ

り
､

弟
一

人
が

抜
け
る

｡

父

親
は

三

〇

年
代

半
ば

ま
で

は

稲
作
労
働
に

従

事
す
る

が
､

そ

れ

以

降
は

稲
作
の

基

幹
労
働
力
で

は

な

く

な

る
｡

従
っ

て

農
業
従

事
者

数
は

､

三

九

年
ま
で

が

五

人

(

こ

の

う

ち
三

四

年
ま
で

は

男
三

､

女
二

､

三

四

-
三

九

年
が

男
二

､

女
三
)

､

四

〇

年
か

ら
は

男
二

､

女
二

の

計
四

人

と
な
っ

て

い

る
｡

4 3 2 1

『

山
形

県

統
計
書
』

に

よ

る
｡

旧

大

泉
村
役

場
書
類
に

よ

る
｡

同

前
｡

同

前
｡



(

5
)

阿

部

太
一

『

村
の

動
静
』

(

未
定
稿
)

｡

(

6
)

後
出

表
1

参
照

｡

(

7
)

拙

稿

｢

昭

和
初

期
地

主

制
下
に

お

け

る

庄

内

水

稲

単
作
地

帯
の

農

業
構
造

と

そ
の

変
動
+

『

土

地

制

度
史
学
』

第
七

三

号

参
照

｡

(

8
)

後
出
図
1

参
照

｡

〓

恐

慌
･

凶

作
期
(

三
一

-
三

五

年
)

三
一

-
三

五

年
は

､

昭

和
恐

慌
に

よ

る

打
撃
と

三

四

年
の

大

凶

( 3 9 ) 戦時下 小作農 家の 地 主 小 作関係

表 1 耕作 盈模 ･ 反当 契約小作 料

耕 作 面 積 契 約 反 当 契約
小 作地 自作地 小作料 小 作料

糾 ㈱ ( B / A )

反 反 石 斗/ 反
2 7 .2 5 9 .5

2 7 .3 0 9 .5

2 7 .3 0 9 .5

2 7
.3 0 9 .5

2 7 .4 0 9 .5

2 7 .7 4 9 .6

3 4 .6 9 9 .9

3 4 .6 1 9 .9

3 4 .8 1 1 0 .0

3 4 .8 1 1 0 .0

3 2 .1 6 9 .8

2 7 .8 3 8 .5

2 7 .8 3 8 .5

3 0 .2 9 1)

2 6 .1 3 1)

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2 8 .7

2 8 .9

2 8 .9

2 8 .9

2 9 .0

2 9
.
0

3 5 .0

3 5 .0

3 5 .0

3 5 .0

3 2 .7

3 2 .7

3 乙7

3 5 .6

3 0 .7

1

2

3

4

5

′

0

7

8

9

0

1

2

つ
J

4

5

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

(

u
ノl

作
の

打
撃
と

が

踵
を

接
し
た

時
期
と

し

て

概
括
し

う
る

｡

単
作
地

帯
で

最
大
の

商
品
作
物
で

あ

る

米
の

価

格
は

三

〇

年
に

石

当
一

(

1
)

八
･

二

円
を

記
録

し
て

か

ら

徐
々

に

持
ち

直
し
っ

つ

あ
っ

た

と

は

(

2
)

い

え
､

三
一

-
三

五

年
の

平
均

石

当

米
価
は

二

四
･

五

円
で

し

か

な
い

｡

し

か

も

米
価
が

五

年
ぶ

り

に

二

八

円

台
を

回

復
し
た

三

四

(

3
)

年
ほ

凶

作
の

た

め

反

収

は
一

･

四

石
に

激
減
し

､

大

泉
村
で

は

平

(

4
)

年
作
に

此
し

約
三

五

%
の

減
収
で

あ
っ

た
｡

し
た

が
っ

て
､

こ

の

時
期
に

は

庄
内

農
村
全

体
が

疲
弊
し
た

の

で

あ

る
｡

阿

部
家
の

こ

の

期
の

経
営
は

次
に

見
る

よ

う

史料 : 阿部太 一 家文書

注) 1) 実約小作料不 詳の た め以下 の 方法 で推計

4 4 年 : (4 3 年契約小作料) ＋( 4 3 年反当小作料)

× (4 4 年小作地増加 分)

4 5 年 : ( 43 年契約 小作料)- (4 3 年反当小作料)

× ( 45 年小作地減少分)

に

全

体

と

し
て

停
滞
的
で

あ
っ

た
｡

小

作
料

支

払
の

基
礎
と

な

る

耕
作
規
模
は

二

(

5
)

八
･

七

反
か

ら
二

九
･

〇

反
に

増
加
す
る

が
､

こ

れ

も
三

六

年
以

後
に

此

す

れ

ば

決
し
て

大
き

く

な

く
､

し
か

も
こ

の

増
加
は

畑
の

借
入
に

よ

っ

て

い

た

(

表
1
)

｡

畑
面

積
は

三

二

年
に

｢

二

畝
半
+

､

三

五

年
に

｢

一

畝
二

歩

半
+

増
え

､

こ

れ

に

伴
っ

て

小

作
料
も

各
々

五

升
､

一

斗
五

升

増
加
し

た
｡

し
か

し

反

当
小

作
料
は

九
･

五

斗
の

水

準
に

あ
っ

て

変
化
し

な
い

｡

∂

加
え

て

こ

の

時
期
の

生

産
力
水

準
ほ

図
1

に

朗
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団 1 水 稲 反 収

年
次

量収･当反

反
西 田川郡 大泉村 阿部家
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. 0
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､
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史料 : 阿部家文書｡
山形県

『山形県 における来作統計』 ｡

郡

2

2

1

み

る

よ

う
に

不

安
定

で

あ
っ

た
｡

阿
部
家

の

水

稲
反

収
は

豊

作

の

年
に

ほ

村
平

均
を

凌

駕
す

る

が
､

一

転

不

作
や

凶

作
に

な

る

と

た

ち

ま

ち

村
平
均

以

下
に

落
ち

込

む
と

い

う
､

激
し
い

豊
凶

差
を

み

せ

る
｡

こ

の

よ

う
な

生

産
力

水

準

か

ら

脱
却
し
ょ

う
と

す
る

努
力
ほ

既
に

こ

の

時
期
に

開
始
さ

れ

土
に

よ

る

土

質
改

良
､

(

6
)

る

稲
作
の

工

夫

な

ど
)

て

い

た

(

例
え

ば

客

堆
肥
の

増
産
と

改

善
､

気
温
の

測
定
に

よ

が
､

ま
だ

具
体

的

成
果
を

生

む

ま
で

に

は

至
っ

て

い

な

か
っ

た
｡

生

産
力

水

準
の

不

安

定

な

阿
部
家
に

ほ

こ

の

時
期
の

経
営
維
持

は
か

な

り

困

難
で

あ
っ

た
｡

阿
部
家
ほ

連
年
小

作
料

･

借
金

･

肥

料
代
の

支

払
い

に

追
わ

れ
､

飯
米
と

売
米
は

常
に

不

足
し
た

｡

毎

淵

年
収

穫
が

終
わ

り

未
調

整
の

時
期
に

な

る

と

｢

日

記
+

に

は

飯
米

と

売

米
の

量
を

試
算
す
る

メ

モ

が

頻
出
し

､

ま

た

三

二

年
一

月
に

は

｢

二

番
米
よ

り
五

等
米
を

六

俵
を
と

る
｡

こ

れ

で

父
と

二

人
一

(

7
)

日

か

か

る
｡

飯

米
が

こ

れ

だ

け

不

足
に

な
っ

た

わ

け

だ
+

と
い

う

記
事
も

見

ら
れ

る

の

で

あ

る
｡

三
一

-
三

五

年
の

五

年
間
で

契
約

小

作
料
ど
お

り
に

小

作
料
が

完
納
さ

れ

た

の

は

三

三

年

(

大

豊

作
)

と
三

五

年

(

豊
作
)

の

み

で

あ

り
､

こ

の

二

年
間
を
の

ぞ

く

各

年
は

三

石
か

ら
一

一

石
の

作
引

ま
た

は

借
米
が

な

さ

れ

て

い

た

(

表
2
)

｡

三
一

年
の

借
米
六

･

七

石
の

う
ち
五

･

七

石
は

米
穀
投

機
の

失

敗
に

よ

る

も
の

だ

が
､

そ

れ

を

除
い

て

も

三

石

な
い

し

六

石
の

作
引
が

み

ら
れ

る

の

で

あ
る

｡

作
引
が

行
な

わ

れ

た

と
い

う
(

8
)

こ

と

は
､

こ

の

地

域
全
体
の

作
況
が

悪
か

っ

た

こ

と

を

意
味
す
る

が
､

実
際
阿
部
家
の

玄
米
生

産
高
に

占
め
る

実
納
小

作
料
の

率
は

作
引

後
で

ほ

ぼ

四
〇

%

前
後
(

表
3
)

で

あ

り
､

こ

れ

に

借
米
の

返

済
を

付

加
し

た

負
担
率
(

対

実
納
-
2
)

ほ

平

均

四

四
･

三

%

に

達
し
た

｡

以

上
の

分

析
か

ら
､

恐

慌
･

凶

作
期
に

阿
部
家
の

経
営
が

不

安

定
な

状
態
に

置
か

れ

て

い

た

こ

と

は

明

ら
か

に

さ

れ

た

が
､

こ

の

期
の

阿
部
家
の

経

営
が

地

主

的
土

地

所
有
を

と

お

し
て

地

主
に

は



ぼ

全

面
的
に

掌
握
さ

れ

て

い

た

こ

と

を

次
に

指
摘
し

て

お

か

ね

ば

な
ら

な
い

｡

図
2

は
､

阿

部
家
の

稔
収

入
に

占
め

る

先

穀
奴
売
収

入
の

比
重

を
み

た

も
■の

で

あ
る

｡

阿
部
家
が

販

売
し

た

米
穀
は

総
収
入
の

六

〇
-
七

〇
%

､

さ

ら
に

同

じ

小

作
地
の

生

産
物
で

あ
る

畑
作
物

･

藁
加
工

品

等
の

販
売
収

入

を

加

え
る

と
､

小

作
地
の

生

産
物
販

売

(

9
)

収
入
は

捻
収

入
の

八

〇
%

を

占
め
て

い

た

の

で

あ

る
｡

恐

慌
･

凶

作
期
の

以
上
の

分

析
か

ら

明

ら
か

な

よ

う

に
､

こ

の

時

期
の

阿
部
家
の

収
入

基
盤
は

ほ

ぼ

全

的
に

地

主
の

支

配
下
に

あ

っ

て
､

経
営
は

不

安
定
か

つ

困

難
な

状
態
に

あ
っ

た
｡

土

質
改
良

を

は

じ

め
､

養
鶏

･

養
豚
の

導
入
な

ど

経
営
を

上

向
･

安
定
さ

せ

る

努
力

も
な

さ

れ

て

は

い

た
が

､

そ

の

成

果
は

ま

だ

三

六

年
以

後

を

ま
た

ね

ば

な

ら
な

か
っ

た
｡

そ

の

三

六

年
以

後
の

分

析
に

入

る

前
に

､

阿
部
家
を
め

ぐ
る

地

主

小

作
関
係
の

特
徴
を

次

章
で

検
討

( 4 1 ) 戦 時下 小 作農 家 の 地 主 小 作関 係

第 2 表 実納 小 作料

備 考
実 納
小 作料 作 引 借 米

¢)

作

作

作

作

作

作

作

作

作

作

作

作

作

作

作

豊

豊

不

並

大

凶

並

並

豊

畳

大

並

不

豊

並

並

不

0

石
"

0

0

0

4

2

8

0

1

0

石 石
1 5 .5 9 4 .9 6

2 4 .1 8 3 .1 2

2 7 .3 0

20 .7 1 6 .5 9

2 7 . 40

2 7 .3 4

33 .5 3

3 3 . 81

3 4 .8 1

030

3

′

b

)

4

【

J

n
Ⅵ

∠

Ul

3 4 .3 8

1 5 .1 0

2 7 ,8 3

2 7 .
8 3

3 0 .2 9

2 6 ユ3

1 93 1

3 2

3 3

3 4

3 5

3 6

3 7

3 8

3 9

4 0

4 1

4 2

43

4 4

45

史 料 : 阿部太 一 家文 亀 山形 地方気象台 『山形県災

異年表』 (増補 第5 版)
,

1 97 2 年｡

表 3 小 作 料 率

玄 米 小 作 料 率 返 済

生産 高 対 契約 対 実納-1 対 実納- 2 借米高

( D ) ( B / D ) ( C/ D ) (( C ＋E )/ D ) ( E )

% 石石 % %
4 7

.
0 0 5 8 .0 3 3 .2 3 4 .0 0 . 40

4 9
.
9 0 5 4 .7 4 8 .5 5 8 .

2 1 . 87

7 5 .55 3 6 .1 3 6 ユ 3 8 .6 1 . 87

4 4
.
5 7 6 1 .3 4 6 .5 4 8 .7 1■. 0 0

6 8 .9 8 3 9 .7 3 9 .
7 4 1 .9 1 .4 8

6 4 .7 2 4 2 .9 4 2 .2 4 4 .6 1 .5 2

7 1 .1 8 4 臥7 4 7 ユ 4 7 .9 0 .5 5

8 1 .5 7 4 2 .4 4 1
.
4 4 3 .4 1 .2 0

9 1 ･0 3 3 8
丁
2 3 8 ･2 3 9 ･1 0 ･8 0

7 8 .7 0 4 4 .2 4 3 .7 43 .7

1 9 3 1

3 2

3 3

3 4

3 5

3 6

3 7

3 8

3 9

4 0

3 J 7
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一 橋論叢 第八 十 巻 第 三 号 ( 42 )

図2 米 穀販 売 収 入 の 比 重 ( 1 9 3 1 - 4 0)

米穀肢売収入

総 収 入

年次

%

70

60

50

4 0

30

≧珊
‾

寸

.
1 93 2 3 4 3 6 3 8 ' 40

史料: 阿部家文書｡

注 : 1) 米穀販売収入 には白米販売額 を含 む
｡

し
て

お

こ

う
｡

(

1
)

斉
藤
善
良

竜

山

形

県

米
穀

流
通

経
済

史
』

山

形

県

産

米
改

良
協

会
連
合

会
､

五

八

年
､

附
表

第
九

表

(

2
)

同

前

書
よ

り

算
出

｡

(

3
)

『

山

形

県

統
計

書
』

に

よ

る
｡

(

4
)

旧

大

泉
村

役
場
書
類

に

よ

る
｡

｢

庄
内

米
価
+

に

よ

る
｡

(

5
)

こ

の

時
期
の

耕
作

規
模
は

､

以

下
の

資
料
の

突
合

せ

に

よ

り

算

出
｡

阿

部
太

一

｢

日

記
+

､

同

『

吾
が

家
の

稲

作
状
況
』

､

同

『

田

面

実
測

図
』

､

山

形
県

『

農

業

経

営
指

導

施

設

概
要
』

､

三

七

年
｡

(

6
)

四

月
の

気
温
に

よ
っ

て

八

月
の

気

温
を

推
定

し
､

そ

れ

に

よ

っ

て

稲
作

計

画

を

樹
て

る

も

の

で
､

詳
し

く

ほ
､

阿

部

太
一

『

稲

作

豊

凶

の

予

知
は

で

き

な
い

か
』

､

農
業
荘
内

社
､

七
七

年
､

を

参
照

｡

姻

(

7
)

阿
部
太

一

｢

日

記
+

｡

3

(

8
)

作
引

と

借
米
の

違
い

､

作

引

が

実

施
さ

れ

る

条

件
な

ど

に

つ

い

て

は
､

次

章
を

参
照

｡

(

9
)

阿
部

家
の

収
支

状

況
に

つ

い

て

は
､

別

稿
を

用

意
し

て

検

討

す

る
｡

三

三

〇

年
代
の

地

主

小

作
関
係

東
北

単
作
地

帯
の

地

主

的
土
地

所
有
は

､

少

く

と
も

一

一

重

米
価

制
の

実
施
ま
で

強
固
に

命
脈
を

保

持
し
た

こ

と

は

地
主

経

営
分

析

な

ど
の

個
別

分

析
の

匙
を

利
用
で

き
る

が
､

本
章
で

は

小

作
慣

行
の

分

析
を

軸
に

地

主

小

作
関
係
の

検
討
を

な

し
､

そ

の

強

固
さ

が

三

五

年
以

後
の

小

作

農
家
に

与

え
た

影
響
を

考
え

る

手

掛
り
を

得
る

こ

と
に

し

た

い
｡

こ

の

時

期
は

､

依
然
と

し
て

地

主
が

小

作
に

対

し

威
圧

的
で

あ

り

優
位
に

立
っ

て

い

た
｡

た
と

え

ば
､

三

二

年
一

月

(

三
一

年
不

作
)

白
山
林
の

農
民
が

作
引
を

顧
み

に

行
っ

た

と
こ

ろ
､

作
引

一

剖
の

要
求
に

は

応
ず
る

が
､

そ

の

条
件
と

し
て

｢

田

面

実

測
を

し

(

2
)

て

小

作
料
を

あ

げ

ろ
+

と

地
主
に

言
わ

れ
､

三

四

年
一

二

月

(

三

四

年
凶

作
)

に

は

太
一

自

身
が

別
の

地

主
に

作
引
を

希
望
し

た

と

こ

ろ

｢

相

性
合
ほ

ぬ

か

ら

田

を

返
し

た

ら

ど

う
だ
+

と

言
わ

れ

て



( 4 3 ) 戦時下 小 作農 家の 地 主 小 作関 係

(

3
)

い

る
｡

一

般
に

こ

の

時
期
の

地

主

小

作
関
係
ほ

大
正

期
の

そ

れ

が

再
逆

転
し

地

主

側
が

攻

勢
的
で

小

作

側
は

守

勢
に

あ
っ

た

と

結
論
さ

れ

(

1
)

て

い

る

が
､

右
の

事
例
が

地

主

小

作
間
の

攻
守
再
逆
転
に

よ

る

も

の

と

は

考
え

に

く
い

｡

む
し

ろ

次
に

見
る

よ

う
に

､

地

主

的
土

地

所
有
に

基
づ

く

地

主
層
全

体
の

ヒ

エ

ラ

ル

ヒ

ー

の

強
固
さ

と
こ

れ

に

対

す
る

小

作
層
の

弱
さ

に

因
る

も
の

と

み

ら
れ

る
｡

そ

の

分

析
の

た

め
に

ほ
､

次
の

記

事
が

参

考
に

な

る
｡

文

中

〔

〕

内
ほ

引

用
者
の

注
で

あ

る
｡

以

下

同

断
｡

｢

今

年
〔

三

六

年
〕

は
一

〇

年
度
に

此
し

て
一

剖
五

分
の

減
収

故
､

作
引

も

し
て

貴
び

た
い

と
こ

ろ

な
れ

ど
､

偲
村
で

ほ

そ

ん

な
こ

と
は

き
か

ぬ

故
､

せ

め
て

貸
し
て

貰
び

た

い

と

の

こ

と
に

一

決
+

｢

昨
夜
寺
寄

合
あ

り

て
､

今
年
は

び

け

年
の

と

こ

ろ

だ

が
､

と

り

わ

け

白
山

〔

白
山

林
〕

の

み

不

作
の

こ

と

に

し

て

み

れ

ば
､

そ

の

願

出
づ

る

こ

と

も

得
ず

､

倍
米
を
お

願
い

す
る

に

決
定
+

前
者
ほ

三

七

年
一

月
､

後
者
は

三

八

年
一

月
の

部
落
寄
合
に

関

(

5
)

す

る

記
事
で

あ

る

が
､

借
米
を

願
う
先
は

ど

ち

ら

も
二

八

〇

町

歩

地

主

木
村
家
で

あ

る

か

ら
､

右
の

記
事
ほ

三

六
･

七

年
の

小

作
料

に

関
し
て

木
村
家
に

作
引

･

借
米
を

願
出
る

か

香
か

を

部
落
寄
合

を

開
い

て

決
定

し
て

い

た

こ

と

を

示

す

も
の

で

あ

る
｡

し

か

も

そ

の

慣
行
は

､

第
一

に

作
引
も

借
米
も

共
同

体

的
規
制
の

下
に

あ

り
､

第
二

に

作
引
と

借
米
と
が

明

確
に

区

別

さ

れ

て

い

る

こ

と

を

内
容

と

す
る

｡

作
引
の

成
立

は
､

不

作
が

少

く
と

も

数
村
規
模
以

上
の

広
が

り

を

持
つ

こ

と
､

呑
む

し

ろ

他
村
で

も

作
引
を

要
求
す
る

動
き

の

あ

る

こ

と
が

必

要
条
件
で

あ

り
､

こ

れ

が

な

け
れ
ば

借
米
に

な

る
｡

こ

れ

は

明

ら
か

に

地

主
に

と
っ

て

有
利
な

慣
行
で

あ
る

｡

阿

部
家

の

デ
ー

タ

(

表
3
)

か

ら

推
定
す
る

と

契
約
小

作
料
が

生

産
高
の

五

五

%

を

超
え

た

時
作
引
が

実
現
さ

れ

て

い

る

が
､

､こ

の

作
引

慣

行
は

単
に

木
村
家

と

白
山

林
の

小

作
と
の

関
係
を

縛
る

だ

け

で

は

な
い

｡

作
引

は

不

作
が

一

円

的
に

成
立

す
る

こ

と
を

条
件
と

す

る

か

ら

作
引
を

決
定

す
る

か

香
か

の

実

質
的

権
限
が

大

地

主
の

掌
中

に

振
ら
れ

て

い

る

こ

と

は

措
く
と

し

て

も
､

作
引

率
の

決
定

権
も

(

6
)

木
村
家
に

あ

る
｡

そ

れ

ほ

共

同

体
と

木
村
家
と

の

間
で

決
定
さ

れ

た

作

引
が

基

準
と

な
っ

て

他
の

地

主

と

白
山

林
の

小

作
と
の

間
で

作
引

率
が

決
ま
る

か

ら

で
､

そ

の

作
引

率
は

通

常
木
村
家
よ

り

五

分
か

ら
一

剖

低
く

､

こ

れ

を

｢

木
村
の

五

分

引
+

と

よ

ぶ
｡

『

小

作
慣
行
調
査

書
』

の

｢

地

主

各
自
二

於

テ

〔

作
引

率
を
〕

決
定
ス

ル

カ

如
キ
コ

ト

ナ

ク

地

方
二

於
ケ

ル

主

ナ

ル

地

主
ノ

軽
減
歩
合

決

淵



一 橋論叢 第八 十巷 第三 号 ( 4 4 )

(

ァ
)

定
ス

レ

ハ

他
ハ

之
二

倣
ヒ

テ

同
一

程
度
二

決
定
ス

ル

モ

ノ

ナ

リ
+

が

こ

の

慣
行

を

さ

す
と

す
れ

ば
､

右
の

慣
行
は

二

〇

年
代
に

ま
で

遡
り

う
る

｡

作
引

実
現
の

条
件
が

こ

の

よ

う
に

厳
し
い

と

し

て

も
､

す
べ

て

の

小

作
人
が

契
約
小

作
料
全

額
を

納
入

し

う
る

わ

け
で

ほ

な
い

｡

そ

の

た

め
に

借
米
が

認
め

ら
れ

る
｡

し
か

し

そ

の

場
合
で

も

実
際

は

個
々
▲･
の

小

作
が

自
由
に

借
米
を

願
出
る

こ

と

が

で

き

る

わ

け
で

は

な

い
｡

白
山

林
の

場
合

､

個
々

の

小

作
の

借
米
ほ

寄
合
で

ま
と

め

ら
れ

て

地

主
に

提

出
さ

れ

る
｡

こ

の

方

式
に

は

次
の

二

つ

の

意

味
を

認
め

る

こ

と
が

で

き

る
｡

第
一

に
､

ど

れ

だ

け
の

借
米
を

要

求
す
る

か

が

共
同

体

構
成

員
の

監

視
の

下
に

置
か

れ

る

か

ら
､

借

米
量
に

自
己

規
制
が

加
え

ら

れ

る

こ

と
で

あ

る
｡

第
二

に

小

作
に

と
っ

て

借
米
は

地

主
の

許

諾
を

要
す
る

も
の

で

あ

る

か

ら
､

認

め

ら

れ

た

借
米
ほ

地

主
の

恩
恵
と

し
て

意
識
さ

れ

る

こ

と

で

あ

る
｡

認

め

ら
れ

る

借
米
量
の

多
寡
は

地

主
の

温

情
度
の

厚
薄
で

あ

り
､

し

た

が
っ

て

借
米
は

地

主

小

作
関
係
を

維
持
す
る

た

め
の

重

要
な

手
段

と
な

る
｡

し

か

し

地

主
に

と
っ

て

借
米
は

支

払
期
限
の

延

長

で

あ
っ

て

小

作
料
の

最
終
的

な

減
免
で

ほ

な
い

｡

も

ち

ろ

ん
､

ど

れ

だ

け

多
く
の

借
米
を

認

め
る

こ

と
が

で

き

る

か

は
､

個
々

の

地

主
が

小

作
料
収
入
に

ど

れ

だ

け

生

活
の

基
盤
を

置
い

て

い

る

か

に

か

か

っ

て

く

る
｡

し
た

が

っ

て

庄
内
地

方
の

大
地

主
が

一

般
に

温

脚

情
で

あ

る

の

も
､

地

主

的
土

地

所
有
の

大

規
模
さ

に

基
本
的
に

由

来
す
る

と

考
え

ら

れ

る

が
､

そ

れ

が

む

し

ろ

地

主
的
土

地

所
有
の

葦
回
さ

を

支

え

て

い

た

と
い

え

よ

う
｡

以
上
の

よ

う
な

地

主

小

作
関
係

､

つ

ま

り

共

同

体

的
規
制
の

利

用
と

借
米
の

巧

妙
さ

を

含
む
地

主

小

作
関
係
は

､

一

方
で

三

〇

年

代
を

通

じ
て

生

産
米
の

四

〇
%

以

上

を
コ

ン

ス

タ

ン

ト

に

小

作
料

と

し
て

実
現

す
る

こ

と

を

可

能
に

し

た
の

み

な

ら

ず
､

四
一

年
以

降
の

阿
部
家
の

行
動
を

規
制
す

る

役
割
も

果
し

た

の

で

あ

る
｡

(

1
)

た

と
え

ば
､

岩
本

純
明

｢

東
北

水

田

単

作
地

帯
に

お

け

る

地

主

経
済
の

展
開
+

､

『

土

地

制
度
史
学
』

第

六

九

号
､

清
水
洋
二

｢

東
北

水

稲

単

作
地

帯
に

お

け

る

地

主
･

小

作

関

係
の

展
開

1
秋
田

県

五

〇

〇

町

歩
地

主
丁

家

を

事
例
と

し
て

-
+

､

『

土

地

制
度
史
学
』

第

七
四

号
､

森
武

麿

｢

東
北

地

方
に

お

け
る

農

村

経

済

更
生

運

動

と

翼

賛
体

制

-
山

形
県

三

泉

村
の

事

例

-
+

､

駒
沢

大
学

経
済

学

会

『

経

済

学

論

集
』

第

八

巻

第
一

号

な

ど
｡

(

2
)

阿
部
太

一

｢

日

記
+

三
二

年
一

月
一

四

日

の

項
｡

(

3
)

同

右
､

三

四

年
一

二

月
二

八

日
の

項
｡

(

4
)

た

と

え

ば

西

田

英
昭
の

｢

第
二

期
小

作

争
蔑

段

階
+

論
が

こ

れ

に

あ

た

る
｡

永

原
･

中

村
･

西
田
･

松
元

『

日

本

地

主

制
の

構
成
と

段
階
』

､

東
京

大

学

出

版

会
､

七

二

年
､

四

九

七

頁
以

下

を

参
照

｡

(

5
)

い

ず
れ

も

阿

部

太
一

｢

日

記
+

｡
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(

6
)

作
引

率
の

決

定
に

あ

た
り

て

木

村
家
ほ

毎

年
白
山

林
で

検
見
を

行
な
っ

て

い

た
｡

(

7
)

山

形

県

『

小

作
慣
行

調

査

書
』

(

二

二

年
現

況
の

調

査
)

､

二

〇

頁
｡

四

準

戦
時
統
制
期
(

三

六

1
四

〇

年
)

三

六

-
四

〇

年
の

時
期
は

全

国
的
に

景
気
が

上

向
き

､

農
村
で

∴
1
)

ほ

再
び

地

価
､

小

作
料
の

上

昇
が

み

ら

れ

た
｡

阿
部
家
に

と
っ

て

も
､

三
一

-
四
五

年
の

な

か

で

最
も

経
営
が

上
向

し

発
展
し
た

時

期
で

あ
っ

た
｡

本
革
で

ほ
､

そ

の

発

展
が

阿

部
家
の

経
営
を

ど

う

変
え

た

か

に

的
を

絞
り

な

が

ら

分

析
を

す
る

が
､

そ

の

前
に

こ

の

時
期
の

地

主
小

作
関
係
に

つ

い

て

触
れ

て

お

こ

う
｡

三

六

1
四

〇

年
の

地

主

小

作
関
係
は

次
の

指
標
に

み

る

限
り

大

き

な

変
化
ほ

し

て

い

な
い

｡

第
一

に
､

部
落
共
同

体
の

寄
合
と

そ

こ

で

の

規
制
を

媒
介
に

し

た

小

作
料
収

取
機
構
と

そ

れ

に

随
伴
す

る

小

作

慣
行
が

こ

の

期
を

通
し
て

維
持
さ

れ

る
｡

第
二

に
､

阿
部

家
の

玄
米
生

産
高
に

対

す
る

実
納
小

作
料
の

比

率
も

四

〇
%

台
を

下

ら
な
い

｡

第
三

に
､

こ

の

時
期
の

阿

部
家
の

反

当

契
約
小

作
料

が

上

昇
傾
向
を

示

す

(

表
1
)

｡

後
に

み

る

よ

う

に
､

三

六

-
四

〇

年
に

か

け
て

阿
部
家
の

耕
作
規
模
は

小

作
地
の

新
規
借
入
に

ょ

っ

て

増
加
す
る

が
､

新
規
借
入
の

た

び

に

反

当

契
約
小

作
料
は

確

実
に

上

昇
し
て

い

る

の

で

あ

る
｡

こ

れ

は

小

作
料
の

全

国
的

高
騰

傾
向
と

軌
を

一

に

す
る

も

の

だ

が
､

地

主
の

小

作
料
収

取
カ
が

少

く
と

も

絶
対

額
の

面
で

は

低
下

し
て

い

な
い

こ

と
も

意
味
す

る

も

の

で

あ

る
｡

以

上
の

点
で

､

三
一

-
三

五

年
と
三

六

-
四

〇

年
の

間
に

地

主
小

作
関
係
の

面
で

画

期
性
を

認
め

る

こ

と
は

困

難
で

あ

る
｡

し
か

し

阿

部
家
の

経

営
は

次
の

よ

う
に

大

き

く

変
化

す
る

｡

ま

ず
､

耕
作
規
模
が

拡
大
し
た

(

表
1
)

｡

三

六

1
四

〇

年
に

約
六

反
歩
が

増
加
す
る

が
､

こ

の

う

ち

水
田

が

五
･

六

反

を

占
め

る
｡

三
一

-
三

五

年
は

〇
･

三

反
の

､

し
か

も

畑
の

増
加
で

あ
っ

た

か

ら
､

阿

部
家
に

と
っ

て

こ

の

時

期
の

耕
作
規
模
増
加
の

意
味

は

大
き
い

｡

ま
た

､

経
営
が

上

向
･

発
展
し
た

｡

そ

の

こ

と

は
､

売
米

･

飯

米
に

関
す
る

試
算
メ

モ

が

み

ら
れ

な

く
な
っ

た

こ

と
､

作
引

･

借

米
の

量
が

激
減
し

た

こ

と
､

資
産
の

増
加
が

三

六

1
四

一

年
ま
で

連
年
み

ら
れ

る

こ

と

な

ど

に

よ
っ

て

知
る

｡

こ

の

う

ち

前
二

者
の

変
化
を

可

能
に

し

た

要
因
は

､

な
に

ょ

り

も
生

産
力
が

こ

の

時
期

に

高
位
に

安
定
し
た

こ

と

に

あ

る
｡

そ

れ

ほ

｢

こ

の

と
こ

ろ
一

般

に

ょ

い

の

は

山
土

を

撮
入
し

た

の

が

最
大
の

原

因
で

あ

る

と

ひ

そ

(

2
)

か

に

想
っ

て

い

る

次

第
な
り
+

と

あ

る

よ

う
に

､

三

五

年
以

前
か

批
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ら
の

技
術
改
善
が

実
を

結
び

は

じ

め
た

か

ら

で

あ

る
｡

ま
た

資
産

投
資
が

可

能
に

な
っ

た

理

由
と

し
て

ほ
､

ま

ず
､

養
豚
な
ど

を

取

り

入
れ

た

｢

多
角
形
の

経
営
+

が

利
潤
を

も

た

ら

し
て

き
た

こ

と
､

(

3
)

ま
た

三

六

1
四

〇

年
の

県
の

指
導
と

補
助

が

あ
っ

た

こ

と
､

を

あ

げ

る

こ

と

が

で

き

る
｡

も

ち

ろ
ん

､

右
の

よ

う
な

要
因
が

全

体
と

し

て

好
結
果
を

生

む

た

め

に

は
､

そ

れ

を

助

け

た

こ

の

時
期
の

経
済

全

体
の

動
向

な
い

し

基

調

を

指
摘
し

て

お

か

ね

ば

な

ら
ぬ

が
､

個

別

阿
部
家
の

経

営
の

上

向

要
因
の

び

と
つ

が

個
人

的
努
力
の

積
み

重
ね

に

あ
っ

た

こ

と

は

阿

部
氏
の

意
識
の

変
化
を

考
え

る

う
え

で

重

要
で

あ

る
｡

さ

ら

に
､

経

営
の

上

向
･

発
展
の

結
果

､

恐

慌
･

凶

作
期
の

よ

ぅ
に

収

入
の

基
盤
が

ほ

ぼ

全

面

的
に

地

主
に

よ
っ

て

掌
握
さ

れ

た

状
態
か

ら

脱
却

し
た

こ

と

で

あ

る
｡

阿

部
家
の

総
収
入
に

占
め

る

米
穀
販

売
収

入
の

比

重
は

ほ

ぼ

四

〇

%

前
後
に

後
退
し

､

代
っ

て

養
畜
収
入

､

仕
送
り

収
入

等
の

比

重

が

高
く

な
っ

た

(

図
2
)

｡

こ

の

米

穀
販

売
収

入

比

率
の

低
下

が
､

米
価
の

上

昇
､

阿
部
家
の

可

処
分

玄
米
量
の

増
加
の

な

か

で

現

象
し

て

い

る

こ

と

は

注

意
し

て

よ

い
｡

以

上
か

ら
も

明
ら

か

な

よ

う
に

､

こ

の

期
の

阿
部
家
の

経

営
は

収
入

基

盤
が

同
時
に

全
的
に

地

主
の

掌
握
下
に

あ

っ

た

状
態
か

ら

離
脱
し

､

自
立

的
性
格
を

強
化

し
た

の

で

あ

る
｡

こ

の

経
済
的

自
立

化
が

他

方
で

は

阿
部

太
一

の

意
識
を

変
え

つ

つ

あ
っ

た
こ

と
を

次
に

指
摘
し

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

｡

こ

の

時
期

の

阿

部
家
の

資
産
投
下

は
､

そ

れ

を

列
挙
す
る

と
､

三

六

年
に

二

〇

円

を

支

出
し
て

部
落
寄
合
へ

の

成

員
権
を

購
入

し

た

の

を

皮
切

り
に

､

堆
肥
舎
と

豚
舎
の

新

築
､

三

七

年
に

は

宅

地

購
入

､

三

八

年
に

は

鮮
牛
購
入

､

動
力

脱
穀
機
設

置
､

堆
肥
倉
の

購
入

､

翌
三

九

年
に

は

屋

根
葺
香
え

､

納
屋
新
築

､

四

〇

年
に

は

山

林
四

反

歩

を

購
入

し
､

翌
四

一

年
一

一

月
に

は

水
田

約
二

反

三

畝

購
入

と
い

う
こ

と
に

な

る
｡

右
の

う

ち

四
一

年
の

水
田

ほ

購
入

価
格
九
二

九

円

八

八

銭
の

う
ち

三

〇

〇

円
を

親
戚
か

ら

借
入

し
､

残
金

約
六
三

〇

円
を

阿

部
家
が

支
払

っ

た
｡

し
か

も
､

借
入

金

三

〇

〇

円
の

う

ち
一

〇

〇

円
は

同

じ

年
の

一

二

月
一

七

日

に
､

残
金
二

〇

〇

円
は

翌

四

二

年
一

二

月
に

支

払
っ

て

い

る
｡

こ

の

間
の

イ

ン

フ

レ

を

差
引
い

て

も
､

三

六

1
四

〇

年
の

阿

部

家
の

経
営
上

昇
の

勢
い

を

物
語
る

動
き

と
い

え

よ

う
｡

し
か

も
､

資
産
投
下
が

部
落
寄
合
へ

の

加
入
に

始
ま

り

水

田

の

購
入
に

終
っ

て

い

る

点
に

､

こ

の

時
期
の

阿
部
家
の

志

向

性
が

端
的
に

物
語
ら

れ

て

い

る
｡

こ

の

部
落
寄
合
へ

の

加
入
は

､

阿
部
豪
が

部

落
共
同

体
の

成
員

∂ββ
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権
を

穫
得
し

｢

一

人

前
+

の

部
落
構
成

員
に

な
っ

た

こ

と

を

表
わ

す
｡

確
か

に

阿
部
家

が

成

員
権
を

獲
得
し

た

寄
合
は

先
に

触
れ

た

よ

う
に

二

八

〇
町

歩
地

主

木
村
家
の

支

配
機
構
の

一

部
を

構
成

す

る

が
､

他
方

で

は

農
作
業
の

労
賃
を

決

定
す

る

な

ど

農
業
生

産
自

体
を

統
轄
し

調

整
す
る

組
織
で

も
あ

る
｡

そ

し
て

､

阿

部
家
が

ま

ず
寄
合
の

成

員
権
を

購
入

し
た

理

由
は

､

共
同

体
の

構
成

員
と

し

て

｢

一

人

前
+

の

農
家
に

な

ら
ん

が

た

め

で

あ
っ

た

ろ

う
｡

そ

れ

は
､

同

じ

三

六

年
一

月
の

｢

日

記
+

に
､

弟
は

｢

い

よ

い

よ

入

営

日

な

り
｡

…

…

祝
入

営
旗
の

庭
に

は

た

め
い

て

ゐ

る

の

も

書
家

初

ま
っ

て

か

ら
の

大
慶
事
故

､

実
に

愉
快
で

た

ま

ら
ぬ

｡

大
い

に

肩

身
を

広
く

し
て

よ

い
+

と
い

う

記
事
が

あ
る

こ

と

と

相

通

ず
る

｡

経

営
的
な

自
立

化
に

慕
う
ち

さ

れ

た

自
信
ほ

､

一

方
で

前
記
の

よ

う
な

社

会
的
自
立
を

促
す
と

と

も
に

､

他
方
で

は

こ

の

時

期
に

展
開
さ

れ

た

上
か

ら
の

地

主

的
運

動
に

対

す
る

次
の

よ

う
な

批
判

に

通

じ
て

く
る

｡

｢

今
日

学
校
に

て

経
済
更
生

委
員
会
と
か

で
､

二

百

人

程
の

集

(

マ

マ

)

会
あ
っ

た

由
｡

船
頭
多
く

し
て

舟
山

式
で

な
い

様
に

と

希
っ

て

ゐ

る

次

第
な
り

｡

+

｢

今
夜
経
済
更
生

と

や

ら
の

基
本

申
告
の

申
合

せ

記
入
あ
っ

た

が
､

労
多
く

し
て

劾
少
な
い

村
の

有
力
家
の

や

る

こ

と
を

考
へ

さ

せ

ら

れ

る
｡

そ

れ

を

真
に

受
け

て

や

っ

て

る

支

会
の

御
歴
々

こ

そ

よ

い

面
の

皮
だ

｡

+

前
者
は

三

七

年
四

月
､

後
者
は

同

年
五

月
の

も

の

で
､

い

ず
れ

(

4
)

も

大
泉
村
の

経

済
更
生

運

動
に

対

す
る

批
判
で

あ

る
｡

大
泉
村
は

(

5
)

三

五

年

二

月
に

経

済
更
生

指
定

村
と
な

る

が
､

更
生

運
動
自
体

が

地

主

的
色
彩
の

強
い

構
成
メ

ン

バ

が

地

主

節
色
彩
の

頚
い

梢
成
メ

ン

バ

ー

に

よ

っ

て

担
わ

れ
､

こ

の

時
期
を

通
し

て

経
営
を

上

向
･

発
展
さ

せ

つ

つ

あ
っ

て
､

ま
た

そ

れ

に

よ

っ

て

経
営
的

手

腕
と

自
信
を

身
に

つ

け
て

い

た

阿
部
太

一

ほ
､

経

済
更
生

運

動
と

い

う

官
製
運

動
か

ら

排
除
さ

れ

て

い

た

の

で

あ
る

｡

そ

こ

に

は

運

動
自

体
が

依

然
と

し

て

地

主

的

秩
序
の

枠

内
で

担
わ

れ
､

そ

う
し
た

運

動
自

体
に

対

す
る

太
一

の

軽
侮
の

気

持
を

読
み

と

る

こ

と
が

で

き

る
｡

そ

し

て

運
動
が

地

主

的
秩
序
の

枠
内
に

あ

る

と
い

う
こ

と
は

､

地
主

的
支

配

秩
序
が

依
然
と

し

て

存
続
し

て

い

る

こ

と

を
､

ま
た

太
一

の

軽

侮
の

気

持
ち
に

は

三

〇

年
代
に

叩

上

げ
て

上

昇
し

た

生

産
農
民
の

自
信
と

意
気
軒
昂
な

さ

ま

を
､

そ

れ

ぞ

れ

示
し

て

い

る

と
い

っ

て

よ

い

と

思
わ

れ

る
｡

(

1
)

た

と

え

ば
､

｢

小

作
料

統

制

令
要
綱

案
+

(

農

地

制

度
資
料

集
成

編
纂

委

員
会

『

農
地

制
度
資
料
集
成

第

十

巻
』

所
収
)

参

照
｡

(

2
)

阿

部
太

一

｢

日

記
+

､

三

五

年
九

月
二

八

日
の

項
｡

り

J

(

3
)

こ

の

時
期
の

阿

部

家
ほ

､

先

述
の

よ

う
に

山

形
県

農
業
経

営
指

詔

(

6
)

』 +

_ __
二
____
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表 4 換算小 作料 率 ( 1 9 4 1 - 4 4 年)

換 算 玄 米 換 算 米 納小 換算小

小 作 料 生 産高 生産額 作料 率 作 料 率

( H ) (J) ( K ) ( F/J ) ( E / E )
次年

円 石 円 % %
6 1 1 .2 5 7 .6 6 26 22

.4 2 6 .2 2 3 .3

11 2 6 .6 8 3 .6 8 3 80 5 . 8 3 3 .3 2 9 . 6

12 0 3 .4 7 0 .
6 6 4 15 0 . 6 3 9 .4 2 9 .0

13 0 9 .
7 8 7 .0 2 5 1 11 . 6 3 4 .8 2 5 .6

1

2

3

4

4

4

4

4

0
ノl

: 阿部豪文書 ｡

1 ) 換算小作料 の 計算式 は以 下 の 通り
｡

( 政府買入価椿) × ( 阿部家歩留) × ( 実納小作料
,

F ) ｡

政府買入価 樺 は
,

1 9 4 1 ･ 4 2 年 4 4 円/石 ,
4 3 ･ 叫 年4 7

円ノ石 ｡ 阿部豪歩留 ( 0 . 9 2) は次 の 計算式で算出｡ (4 1

年阿部家販売価格
,

4 2
.
75 円/石)/( 41 年政府買入価軌

4 4 円/石)

2 ) 換算生産額 の 計算式 は以下 の 通 り ○

〔( 政府異 人価格) ×( 阿部家歩留) ＋ ( 補給 金)〕×(玄 米

生産高 , J ) ｡

補給金 Iま 1 9 4 1 ･ 4 2 年生産奨励 金 と して 5 . 0 円/石 ,
4 3 ･

4 4 年は生産確保補給金 と して 1 5 ･ 5 円/ 石 0

3 ) 硬 ･ 精米椅差 の 縮小 , 超過供出分 に 対す る奨励 金 ( い

ずれ も 4 4 年) 等 ほ除 外し た ｡

4 5 年 Iま史料上推定困難の た め 除外 した ○

料

‥

史

注

尊
意

場
記

帳
貴
家
と

な

り
､

県
の

指
導
と

補
助

を

得
ら

れ

た
｡

(

4
)

い

ず
れ

も

阿

部
太

一

｢

日

記
+

｡

(

5
)

山

形
県

規
画
課

『

昭

和

十
一

年
虔
経
済
更
生

指
定

町

村
基

本

調

査

集

計
』

及

び

阿
部

太
一

｢

日

記
+

｡

(

6
)

山

形

県

西
田

川

郡

大

泉
村

『

大

泉
対
数

化

振
興

経
済

更
生

計

画

書
』

の

役

員
名

簿
に

よ

る
｡

五

戦
時
統
制
期
(

四
一

-
四

五

年
)

四
一

-
四

五

年
は

戦
時
農
政
の

展
開
に

よ

っ

て

地

主
小

作
関
係

が

多
大
の

変
化
を

蒙
っ

た

時

期
で

あ

る
｡

四
〇

年
一

〇

月
に

朗3

ほ

｢

米
穀
管
理

規
則
+

が

出
さ

れ
､

四
一

年
一

二

月
｢

米
穀

生

産
奨
励
金

交
付

規
則
+

､

四
二

年
に

は

｢

小

作
料
統
制
令
+

(

三

九

年
)

第
四

条
の

規

定
に

基
づ

く

｢

適
正

小

作
料
+

が

(

1
)

大
泉
村
で

実
施
さ

れ

た
｡

そ

し
て

四
三

年
七

月
の
し
｢

米
穀
生

産
確
保
補
給
金

交
付

規

則
+

､

四

四

年
四

月

の

｢

米
穀

ノ

増

産
及

供
出
奨
励
二

関
ス

ル

特
別

措
置
+

等
が

そ

れ

で

あ

る
｡

そ

こ

で

本

章
で

ほ
､

前
章
ま

で

で

明
ら

か

に

し
た

よ

う
な

三

〇

年
代
の

動
向
が

四
一

-
四
五

年
で

ど

う
変
化

し
た

の

か

を

検
討
す
る

｡

と
こ

ろ
で

､

本
章
の

表
題
に

み

る

よ

う
に

､

こ

こ

で

は

四

一

年
以

降
を

も
っ

て

｢

戦
時
統
制
期
+

と

し

た
｡

一

般
に

は

戦
時
体

制
の

画

期
を

三

八

年
の

国
家

総
動
員
法

､

農
地

調

整

法
に

お

く

が
､

東
北

単
作
地

帯
で

の

画

期
ほ

四
一

年
頃
に

求
め

る

ほ

う

(

2
)

が

妥
当
と

思

わ

れ

る

か

ら
で

あ

る
｡

四
一

年
以

降
の

地

主

小

作
関
係
の

変
貌
は

き

わ

め
て

ド

ラ

ス

チ

ッ

ク

で

あ

る

が
､

そ

れ

を
ま

ず
小

作
料
の

変
化
か

ら

検
討
す
る

こ

と
に

し

よ
ゝ

フ
｡

契
約
小

作
料
は

四
一

-
四
五

年
の

う
ち

四

二

年
に

減

少
す

る

(

表
1
)

｡

こ

れ

は

｢

適
正

小

作
料
+

の

実
施
に

よ

る

も
の

で

あ

る
｡



( 4 9 ) 戦時下 小作農 家の 地 主 小 作関 係

大
泉
村
全
体

で

は

水
田

の

反
当

小

作
料
が

一

･

〇
三

石

か

ら

〇
･

九

四

石
に

約
九
%

低
下

し
､

小

作
料
率

も

四

二

･

〇

%

か

ら

三

(

3
)

八
･

三

%
に

減
少
し

た
｡

阿
部

家
で

の

反

当
小

作
料
も

〇
･

九

八

石
か

ら

〇
･

八

五

石
に

下

落
し

た
｡

し
か

も
､

こ

れ

に

二

重

米
価

制
が

導
入

さ

れ

た

た

め

に
､

実
際
の

小

作
料
負
担
は

表
4

に

み

る

よ

う
に

二

〇

%

台
に

低
下

し
た

の

で

あ

る
｡

右
の

よ

う
に

､

四
一

年
以

後
に

な

る

と

小

作
料
負
担
は

顕
著
に

減
少
す

る

が
､

こ

れ

を

小

作
料
負
担
の

量
的
減
少

と

す
る

な

ら
ば

､

他

方
で

ほ

小

作
料

負
担
の

質
的

変
化
と

も

呼
ぶ
ぺ

き

動
き
が

あ

る

こ

と

を

指
摘
し

な

け
れ

ば

な

ら
な
い

｡

そ

れ

が

端
的
に

認

め

ら
れ

る

の

ほ
､

四
一

年
の

作
引

率
五

二
･

一

%

で

あ

る

(

表
2
)

｡

こ

の

四
一

年
に

は

東
西

田

川

郡
に

稲
熱
病
が

蔓
延

し
､

西

田

川

郡
で

ほ

大
泉

･

大

山
･

上

郷
･

京
田

の

各
町

村
が

大
き

な

被
害
を

(

4
)

受
け

､

と

り
わ

け

大
泉
村
ほ

最
も

激
甚
な

被
害
を

蒙
っ

た
｡

大
泉

村
の

平
均

反

収
は

前
年
の

二
･

二

七

石
か

ら

四
一

年
に

ほ
一

･

六

六

石
へ

と

約
二

七
･

一

%
の

減
少
を

み

た
､

反
収

一

･

六
六

石
は

三

四

年
の

一

･

六

七

石
を

下

廻
り

､

三

〇

-
四

五

年
の

最
低
で

あ

る

(

図
1
)

｡

こ

の

た

め

小

作
料
減
免
率
も
こ

の

間
で

最

高
の

五

二
･

一

%
に

な

り
､

三

四

年
の

二

四
･

一

%
を

造
か

に

超
え
た

｡

し

か

し
こ

の

減
免
率
五
二

･

一

%
に

ほ

地

主
小

作
関
係
の

大
き

な

変
化

が

反
映
さ

れ

て

い

る

こ

と
を

見
逃
せ

な
い

｡

と

い

う
の

は
､

｢

昭

(

5
)

和
十

一

年
小

作
事
情
調

査
+

に

よ

る

と
､

山

形
県
で

の

減
免
歩
合

五

-
六

剖
は

｢

不

作
ノ

程
度
+

で

六

剖
減
収
だ

か

ら

で

あ
る

｡

そ

の

変
化
の

具
体
的

事
例
と

し
て

次
の

文

革
を

掲
げ
よ

う
｡

｢

…

現

下

非

常
時
局
二

於
テ

食
料

増
産
ヲ

確
保
ス

べ

キ

今
日

本

(

マ

こ

年

度
大
山
町
地

域
内
ノ

稲
作
状
況
八

億
憾
乍
意
外
ノ

不

作
ヲ

招

来
シ

真
二

寒
心
二

耐
へ

ず

ル

次

第
デ

御

座
居
マ

ス

｡

就
テ
ハ

今

般
農
民
ノ

嘆
願
ニ

ヨ

リ

本
会
並
二

農
地

委
員
会
二

於
テ

慎
重

審

議
ノ

上

別

表
ノ

範
囲
二

於
テ

作

引
ノ

御
協
定
二

頚
ル

コ

ト

ガ

出

来
レ

バ

最
モ

妥

当
デ
ハ

ナ

イ

カ

ト

審
議
サ
レ

タ

訳
デ
ア

リ

マ

ス
｡

真
二

潜

越
乍
本
会
並
二

農
地

委
員
会
ノ

使
命
二

鑑
､

､

､

徒
ラ

ノ

紛

.
議
ヲ

慮
り

御

参
考
二

供
ス

ル

次

第
デ

ア

リ
マ

ス
｡

幸
本

案
ヲ

了

(

†

マ

)

ト

シ

テ

御
採
訳

下
サ

レ

バ

幸
甚
ノ

至
リ

デ
ア

リ

マ

ス

+

こ

れ

は

大
山
町

農
業

報
国

会
が

四
一

年
一

二

月
一

八

日

付
で

不

在
地

主

宛
に

郵
送
し

た

ガ

リ

版
刷
り

の

手

紙
の

一

部
で

あ

る
｡

｢

別

表
+

は

最
高
六

割
か

ら
三

剖
ま
で

の

｢

昭

和
十

六

年
度
小

作

料
作
引

決

議
案
(

十
二

月
十

一

日

決
議
)

+

で

あ

る
｡

右
に

み

ら
れ

る

よ

う
な

大
幅
な

作
引
率
と

小

作
料
決
定
に

農
地

委
員
会
や

農
業
報
国

会
が

関
与
す

る

と
い

う
変
化
が

戦
時
統
制
に

基
づ

く

も
の

で

あ

る

こ

と

は

い

う

ま
で

も
な

い

が
､

右
の

変
化
の

脳
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な

か

に

作
引
決
定
の

論
理

自
体
の

変
更
が

あ

る

こ

と

に

注
意
し

な

け

れ

ば

な

ら
な

い
｡

す
な

わ

ち
､

三

〇

年
代
に

お

け
る

作
引
決
定

の

論
理

が

す
で

に

見
た

よ

う
に

地

主
か

ら
の

恩
恵
で

あ
っ

た

の

に

対

し
､

四

〇

年
代
の

そ

れ

ほ

｢

現

在
ノ

如
ク

単
ナ

ル

土

地
ノ

提
供

者
タ

ル

地

主
ノ

分

配

所
得
ガ

土

地

以

外
ノ

資
本
及

労
力
ノ

殆
ン

ド

全

部
ヲ

提
供
ス

ル

農
業
経
営
者
タ

ル

小

作
ノ

分

配
所
得
卜

相
伯
仲

シ

小

作
人
ノ

所
得
中
ニ

ハ

農
業
利
潤
ノ

含
マ

ザ
ル

コ

ト

ハ

勿
論
ノ

コ

ト
､

普
通
ノ

労
働
賃
銀
二

相

当
ス

ル

報
酬
サ
ヘ

モ

獲
得
シ

待
ザ

(

6
)

ル

ガ

如
キ

状
態
ヨ

.
り

脱
却
セ

シ

メ
+

る

と
い

う

論
理

､

つ

ま

り
生

産
者
の

｢

保

護
+

の

論
理

だ

か

ら
で

あ

る
｡

そ

し

て

こ

の

変
化
が

､

他

方
で

は

地

主
の

小

作
料
収

取
機
構
の

構
成

部
分
と

し

て

の

寄
合
の

機
能
を

変
化
せ

し

め

た
｡

四
一

-
四

五

年
の

寄
合
を

核
と

し

た

部
落
共
同

体
は

､

地

主
の

小

作
収

取

機

構
と

し
て

の

機
能
を

停
止

す
る

が
､

後
に

み

る

よ

う
に

､

国

債
と

貯
蓄
と

供
出
の

割
当

単
位
と

し
て

､

割
当

量
の

完
遂
の

責
任

単
位

と

し
て

｢

国
策
遂
行
+

の

最
末
端
に

位
置
づ

け

ら
れ

る
｡

た

と

え

ば
､

四
三

年
三

月
の

寄
合
で

は

供
出

米
､

貯
蓄
の

割
当
が

議
題
で

あ

り
､

四

月
に

ほ

供
出
米
の

こ

と
で

寄
合
が

開
か

れ

る
｡

ま

た

四

四

年
六

月
に

ほ
､

阿
部
家
が

田

植
の

手

伝
い

を

他
部
落
の

人

間
に

頼
ん

だ

と
こ

ろ

｢

農
地

委
員
会
で

他

部
落
よ

り

労
力

吸

収

す
る

の

､

′

(

7
)

は

い

け
な
い

と

注

意
+

さ

れ

て

い

る
｡

部
落
を

右
の

よ

う
に

単
な

誹

る

割
当

完
遂
の

単
位
と

し
て

位
置
づ

け
る

こ

と

自
体

が
､

既
に

生

産
そ

の

も

の

を

破

壊
す

る

こ

と
に

通

ず
る

こ

と

は

あ

ら

た

め
て

指

摘
す
る

ま
で

も

な
い

｡

以

上
に

み

て

き

た

よ

う
な

農
村
内
で

の

諸
変
化
と

三

六

1
四

〇

年
に

形
成
さ

れ

て

き

た

阿
部
太

一

の

自
立

意
識
と
が

結
び

つ

い

た

と

き
､

小

作
人
の

地

主
に

対

す

る

意
識
の

変
化
が

生

じ
て

く

る
｡

阿
部
氏
の

場
合

､

借
米
=

恩
恵
関
係
が

あ

る

木
村
家
に

対

し

て

ほ

四
五

年
に

至
る

ま
で

敬

意
を

払
っ

て

い

る

が

そ

の

関
係
の

な
ぃ

不

在
地

主

に

対

し
て

は

そ

う
で

ほ

な
い

場
合
が

み

ら
れ

て

く
る

の

で

あ

る
｡

た

と

え

ば

四
二

年
一

二

月
の

地

主

か

ら
の

手

紙
を

読
ん

で

｢

昨
年
貸
米
三

斗
二

合
二

勺

白
米
で

貰
ひ

た

い
､

と
の

こ

と
｡

他

に

豆

の

注
文

あ

り

た

る

も

仲
々

虫
の

よ

い

話
だ
+

と

し
て

､

結
局

こ

の

要
望
を

受
け
い

れ

な
か

っ

た

と
い

う
の

が

そ

れ
■で

あ

る
｡

右

の

よ

う
な

地

主
に

対

す
る

意
識
の

変
化
が

あ

ら

わ

れ

る

原
因
と

し

て
､

既
に

指
摘
し

た

よ

う
な

､

阿
部
太

】

白
身
の

経
営
的

･

意
識

的
自
立

化
､

小

作
料
決
定
の

論
理
の

変
化
が

あ

る

こ

と

ほ

も

ち

ろ

ん

だ

が
､

こ

れ

に

加
え

て

四
一

年
の

｢

米
穀
管
理

実
施
要
綱
+

の

改
正

を

指

摘
し
な

け
れ

ば

な

ら

な
い

｡

こ

の

改

正
に

よ

っ

て
､

地

主
層
が

自
家

保
有
米
を

認
め

ら

れ

る

衣
村
地

主
と
そ

れ

を

認
め

ら
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れ

な
い

不

在
地

主
と

に

大

別
さ

れ

た

こ

と
は

､

四

〇

年
以

前
の

借

米
=

恩
恵
の

関
係
を

も
つ

在
村
地

主

と
､

そ

れ

を

持
た

な
い

不

在

地

主
の

区

別
と

重
な

る

こ

と
に

よ
っ

て
､

ま

ず
第

一

に

不

在

地

主

へ

の

反

撥
意
識
を

促
進
せ

さ

た

と
い

え

る

で

あ

ろ

う
｡

そ

の

こ

と

に

注
意
す
る

と

と

も

に
､

な

お

他

方
で

は

そ

の

意

識

が

大

地

主

で

あ

る

木
村
家
を

は

じ

め

と

す
る

在
村
地

主

に

対

し

て

ま

で

は

普
遍
化

す
る

こ

と

が

な
か

っ

た

こ

と

に

も

注

意
せ

ね

ば

な

る

ま

ヽ

0

､

.∨

戦
時

統

制

期
の

以

上
の

よ

う

な

変
化
と

あ

わ

せ

て
､

直

接
的
生

産
過

程
白
体
が

特
に

四

三

年
以

後
急

激
に

破

壊
さ

れ

て

く

る

こ

と

を

次
に

明
ら

か

に

し

ょ

う
｡

ま

ず
供
出
で

あ

る
｡

｢

日

記
+

で

み

る

限

り

で

は

供

出
が

激

し

表 5 供出率 ( 1 9 4 3 - 4 5 年)

脚

…

供 出 供 出量
割 当量 ( L )

年次

石 石 %
6 7

.
2 6 7 .6 9 5 .7

7 3 .2 7 3 .2 8 4 .1

4 7 .2 4 7
.
2 7 3 .

1

1 9 43

4 4

4 5

史料 : 阿部家文書

注 : 1 ) 4 5 年 の 玄米生産高 (J) は 6 4 .

5 5 石 ｡

2) 供 出割 当量 , 供出量 とも1 俵 4

斗 で換算 ｡

く
な

る

の

は

四

三

年
以

降
で

あ

る
｡

四
三

-
四

五

の

三

年
間
で

､

阿
部

家

は

割
当
の

超
過

達
成

一

回

(

四

三

年
)

､

｢

完

遂
+

二

回

(

四

四
･

四

五

年
)

で

あ

る

が
､

供

出
米
が

産
米
全

体
に

古

め
る

比

率
は

最
低
の

四

五

年
で

も

七

三

%

で

あ

る

(

表
5
)

｡

供

出
率
が

八

〇

%

を

超
え

る

四

三
･

四

四

年
に

ほ

｢

還

元

配
給
+

を

う

け
て

い

る
｡

四
三

年
五

月

を

み

る

と
､

六

日

に

｢

供
出
米
の

改

装

を
や

り
､

午
後
に

入

庫
+

し
､

一

〇

日

に

ほ

｢

配

給
米
を

受
け

入
れ
+

て

い

る
｡

こ

の

年
の

白
山

林
で

は
､

供
出
割
当

七

六

八

〇

俵
の

と

こ

ろ

三

月
一

七

日

現

在
で

四

六
三

俵
が

不

足
し

て

い

た
｡

七

六
八

〇

俵

は
､

白
山
林
の

全

員
家
の

水
田

面

積
で

単

純
に

平
均
し
て

も

反

当

二

石
の

割
当
で

あ

る
｡

こ

の

年
の

割

当

は

結
局

部
落
全

体
と

し

て

は

｢

完
遂
+

さ

れ

た

が
､

五

月
六

日

に

｢

完
遂
+

し
､

一

〇
日

に

｢

還
元

配
給
+

を

う
け

る

こ

と

自
体
に

割
当

量
の

非
科

学

性
を

見

る

こ

と

が

で

き
る

し
､

供
出
割
当

達
成
の

や

り

方

白
休

も

再
生

産

を

無
視
し

た

暴
力

的

な
も

の

で

あ
っ

た
｡

四

三

年
に

は
､

三

月
一

九
日

｢

午
後

供
米
の

こ

と

で

学
校
へ

村
民

一

同

参
集
す

｡

田

川
地

方

事
務
所
長
長
瀬
氏

来
り

て

ビ

リ

ビ

リ

と

や

ら
れ

て

全

く

困

窮
の

(

8
)

他
は

な
い
+

､

四

月
ニ

ー

日

｢

今

日

も

部
落
会
長

等
米
の

こ

と

で

役
場
へ

集
め

ら

れ

て
､

今
度
は

い

よ

い

よ

自
家

保
有
米
を

供
出
し

(

8
)

な

け

れ

ば

な

ら
ぬ

ら

し
い
+

と

あ

る

し
､

四

四

年
も

二

月

七

日

｢

今
夜

供
米
の

件
に

.
て

､

村
長

､

田

川

事
務
所

､

県
か

ら
と

借
方

が

来
て

､

血
の

出
る

様
な

び

ど
い

言
語
で

米
を

出
せ

と

の

こ

と
｡

ガ
'

J
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償
供
米
も
へ

っ

た

く
れ

も

あ
っ

た

も

の

で

な
い
｡

全
部
供
出
だ
+

(

8
)

と

あ

る
｡

生

産
過

程
の

破

壊
は

人

出
不

足
､

農
耕
馬

徴
発

､

肥

料
欠

乏
､

農
具

補
填
難
と

し

て

具
体

化

す
る

｡

阿

部
家
で

は

肥
料
と

農
具
が

四
三

年
頃

､

人

手
不

足
は

四

四

年
､

馬
耕
馬
不

足
は

三

八

年
頃
か

ら

そ

れ

ぞ

れ

激
化

す
る

が
､

こ

の

う
ち

馬
耕
馬
の

不

足
は

鮮
牛
へ

の

乗
り

換
え
に

よ

っ

て

切

り

抜
け

ら
れ

て

お

り
､

結
局
生

産
条
件

全

体
が

決

定
的
に

悪
化
す

る

の

は

四

四

年
か

ら
で

あ

る
｡

四
五

年

の

減
収
に

は

｢

本
年
は

敗
戦
の

年
に

し
て

肥

料
事
情
は

最
悪
也

｡

(

9
)

魚
粕
の

類
の

配
給
は

殆
ど

な

く

主

と

し
て

硫
安
の

為
減

収
せ

り
+

と
い

う
コ

メ

ン

ト

が

付
さ

れ

て

い

る
｡

(

1
)

山

形

県

経

済
部

企

画

課
『

庄

内
地

方
の

適
正

小

作
料
』

､

四
二

年
｡

(

2
)

前
掲

清

水

論
文
の

画

期
も

三

八

年
頃
に

設

定
さ

れ

て

い

る

が
､

分

析
の

内

容
に

即

せ

ば
四

一

年
画

期
の

は

う
が

ふ

さ

わ

し
い

と

考

え

ら

れ

る
｡

(

3
)

前

掲

『

庄
内

地

方
の

適
正

小

作
料
』

｡

(

4
)

山

形

県

立

農

業
試

験
場

『

庄
内

地

方

に

お

け

る

稲
熱
病
の

発
生

と

環
境
』

､

四
二

年
､

四

頁
｡

(

5
)

前
掲
『

農
地

制

度
資
料
集
成

第
一

巷
』

､

七

四
三

頁
｡

(

6
)

前
掲
『

農
地

制
度
資
料

集

成

第
十

巷
』

､

五

頁
｡

(

7
)

阿

部
太

一

｢

日

記
+

､

四

四

年
六

月
二

二

日
の

項
｡

(

8
)

い

ず
れ

も

阿

部
太

一

｢

日

記
+

｡

(

9
)

阿
部
太

一

『

吾
が

家
の

稲
作

状

況
』
｡

ま

と
め

′

以

上
の

分

析
の

結
論
は

次
の

よ

う
に

整

理
で

き

る
｡

庄
内

単
作
地

帯
で

は

小

作
料
収

取
の

面
で

の

地

主
小

作
関
係
は

三
一

-
四

〇

年
に

質
的
変
化
を

み

せ

な
か

っ

た

が
､

三

六

年
以

後

に

な
る

と

小

作
経
営
が

上

向
を

開
始
し

た
｡

三

六

年
頃
か

ら
の

農

民

経
営
の

上

向
は

恐

ら

く

東
北

地

方
に

共

通
の

動
向
と

考
え

ら

れ

る

が
､

と

も

か

く
そ

れ

が

地

主

的
支

配
か

ら

の

経

済
的

･

意
識
的

両

側
面
で

の

小

作
経

営
の

自
立
を

結
果
し
た

｡

そ

の

経

済
的
自
立

は

四
一

年
以

後
の

戦
時
統
制
の

強
化
に

伴
っ

て

押
し

潰
さ

れ

て

い

っ

た

と

考
え

ら

れ

る

が
､

意
識
面
の

自
立

は

戦
時

農
政
の

浸
透
と

頼
ま
■
つ

て

不

在
地

主
へ

の

意
識
の

変
化
を

生

む
｡

こ

れ

が

農
地

改

革
を

支
持

･

推
進
す
る

カ
に

連
な
っ

て

い

く

と

考
え

ら
れ

る

が
､

他
方

で

は

借
米
=

恩
恵
を

受
け

た

大
地

主
に

対

す
る

意
識
は

変
わ

ら

ず
､

こ

ち

ら
は

戦
後
民

主
化

期
の

課
題
と

し
て

残
さ

れ

る
｡

ま

た

戦
時

農
政
の

浸
透
が

小

作
料
決
定
の

論
理

と

部
落
寄
合
の

機
能

を

変
え

､

前
者
は

先
の

対

地

主

意
識
の

変
化
に

つ

な

が

り
､

後
者

は

寄
合
を

国
債

･

預
金

･

供
出
の

最
終
的
割
当

単
位
に

､

ま

た

最
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末
端
の

責
任

単
位
に

転
化
さ

せ

る

が
､

そ

の

進
行
の

過

程
で

農
業

生

産
全

体
が

破

壊
さ

れ

る

の

で

あ

る
｡

以

上
の

分

析
は

､

筆
者
の

力

量
の

乏

し

さ

は

措
く
と

し
て

も
､

資
料
的
制
約
と

紙
数
の

関
係
か

ら

阿

部
家

を

め

ぐ
る

状

況
に

ま
で

触
れ

え

ず
に

終
っ

た

が
､

こ

の

課
題
の

ほ

か

に

な

お

次
の

炭
問
を

筆
者
の

今
後
の

課
題
と

し

て

提
出
し
て

お

き
た

い
｡

第
一

ほ
､

部
落
共

同

体
と

寄

合
と

地

主
の

小

作
料
収

取

機

構
と

の

関
連
で

あ

る
｡

こ

の

三

者
の

関
連
は

阿

部
家
の

意
識
と

行

動
を

規
定
し

た

で

あ

ろ

う

し
､

ま

た

白

山

林
の

農
民
に

も

影
響
を

与
え

て

い
■
た

ほ

ず
で

あ

る
｡

そ

の

影
響
が

い

か

な
る

も
の

で

あ

っ

た

か

ほ

こ

の

地

域
で

の

貴
地

改

革
を

考
え

る

重

要
な

手

掛
り

と
な

る

で

あ

ろ

う

し
､

ま

た
､

こ

の

地

域
に

小

作
争
議
が

発
生

し

な
か

っ

た

理

由
を

解
く

鍵
の

一

つ

と

も

な

ろ

う
｡

第
二

ほ
､

中

堅

人

物
論
と

の

関
連
で

更
生

運

動
の

な

か

で

の

阿

部
家

を

ど

う

位
置
付
け

る

か

と

い

う
問
題
で

あ

る
｡

大

泉
村
の

更

生

運

動
の

あ

り

方
は

第
一

の

疑
問
に

繋
が

る

が
､

研

究
史
の

問
題

と

し
て

は

更
生

運

動
と

日

本
フ

ァ

シ

ズ

ム

お

よ

び

農
村
の

再

編
の

相

互

連
関
の

あ

り

方
を

問
う
必

要
が

あ
る

と
と

も

に
､

以

上
の

三

者
と

中
堅

人

物
論
と
の

関
係
を

中

堅

人

物
の

定

義
も

含
め
て

検
討

す
る

必

要
が

あ
る

よ

う
に

思

う
の

で

あ

る
｡

(

日

本

学

術

振

興

会
奨

励
研

究
員
)

( 5 3 ) 戦時下 小 作農家 の 地 主小作 関 係
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